
地

球

琴

一世

惑

第

一
親
昭
針
九
年
六
月

盲

関

東

州

平

山

附

淀

の
地

質

(
園

版

第

1
版

附
)

竹

原

平

1

開
兼
州
に
於
け
る
原
産
界
及
び
避
武
利
亜
系
に
就
き
て
は
既
は
諮
発
車
の
調
査
研
究
あ
与
.
就
中
放
下
助
教
授
の

研
究
は
よ
み
金
州
附
鑑
の
闇
序
撃
的
意
味
大
い
に
明
に
さ
れ
た
み
｡
筆
者
満
州
地
質
の
見
聾
を
熱
望
し
っ
つ
あ
i
L

折
し
も
酒
蔵
の
新
悪
に
よ
身
昭
和
七
年
夏
期
賓
習
生
と
字
a
閲
兼
州
金
州
附
鑑
の
地
質
風
琴
を
覆
す
革
を
得
た
iCl｡

弦
に
満
助
地
質
調
査
所
の
好
意
を
翻
し
p
且
懇
切
を
る
指
導
を
胸
は
わ
し
中
村
教
授
及
び
放
下
助
教
授
に
戚
謝
す
.

地

形

地
域
は
金
州
以
北
平
山
北
斜
面
迄
と
L
t
尭
境
は
満
城
本
線
附
近
改
み
O
北
田
境
は
後
石
衣
番
手
の
低
地
及
び
後

石
衣
寓
屯
山
塊
に
薦

き
､
北
部
は
愛
川
和
琴
野
は
北
兼
部
は
闘
末
続
の
石
窓

石
よ
カ
成
る
二
十
漫
盤
盆
地
に
接
し
嘉

的
米

州
平
山
附
姓
の
地
質

7

7



地

球

鮮
二
十
二
各

節
一
班

こ

こ

(1
)

方
は
片
麻
岩
地
に
逢
す
｡
本
地
域
は
北
醇
に
凝
逢
せ
る
楽
浪
唯
串
原
に
此
せ
ら
る
～
遼
東
牛
島

一
顎
に
敬
連
せ
る
遼

栗
聴
平
原
の

一
部
に
属
す
る
も
の
に
し
て
.
敢
高
卒
山
と
云
ヘ
ビ
旦

二
官
四
十
宰

七
光
に
過
ぎ
ず
.
概
し
て
綬
慢
在

る
小
起
伏
を
な
し
草
木
少
-
露
出
良
好
な
少
｡
地
層
の
摺
曲
軸
に
ほ
ぼ

1
致
せ
る
西
北
西
及
び
北
西
方
向
の
小
規
模

な
る
脈
状
山
地
的
地
形
堅
ホ
す
は
浸
蝕
作
用
に
封
す
る
抵
抗
力
の
差
異
に
ょ
ゎ
生
ぜ
る
も
の
な
ヵ
｡
卒
山
々
塊
の
主

機
は
最
高
部
平
山
三
角
鮎
よ
か
間
は
延
び
備
爺
廟
よ
み
酉
北
西
及
び
南
西
は
向
ふ
二
支
脈
と
東
方
十
三
里
屯
九
里
庄

は
向
以
て
低
下
す
る

一
支
脈
を
含

む
｡
最
高
部
は
独
長
夜
る
平
坦
衝
を
有
し
金
州
方
面
よ
う
望
み
で
卒
頂
は
見
ゆ
O

体
節
廟
附
近
は
小
規
模
在
る
カ
ル

ス
ト
地
形
堅
ホ
L
的
三
伯
の
ド
-
1
ネ
あ
も
.
俳
爺
廟
其
の
も
の
は
石
衣
洞
中
に

あ
わ
｡
平
山
項
附
近
の
斜
両
に
も
石
衣
洞
存
す
る
も
石
塔
鰻
乳
石
は
土
民
之
を
胃
勝
率
な
ら
と
碍
し
て
乱
獲
す
る
た

め
見
る
べ

き
も
の
な
し
｡
平
山
山
塊
主
機
最
南
部
の
南
側
は
急
峻
在
る
斜
面
を
以
で
直
に
海
披
宵
米
以
下
に
降

み
平

坦
在
る
緩
斜
面
に
移
る
｡
此
の
綬
斜
面
上
に
は
龍
王
廟
屯
金
家
屯
の
北
兼
に
直
荏
二
千
六
宵
米
の
小
丘
群
あ
･Ll

｡
其

の
主
在
る
も
の
は
百
二
十
朱
内
外
の
藤
高
を
有
す
｡
南
方
金
州
城
は
近
-
三
崎
山
の
二
列
あ
わ
で
平
山
山
塊
の
南
端

を
覆
す

(
菓
高
七
十
四
｡玉
来
)
｡

平
出
山
塊
の
莱
ガ
に
向
ふ
支
脈
は
十
三
旦
屯
九
里
庄
附
近
ほ
重
み
約
八
十
米
は
高

度
を
減
ず
る
も
.
更
に
兼
南
東
に
延
び
高
度
を
噂
し

1
山
塊
を
構
成
す
｡
北
々
兼
は
走
る
低
地
帯
は
同
方
向
の
平
行

断
簡
に
櫓
払
蝕
匠
の
為
に
生
ぜ
る
79
の
な
み
｡
金
州
､
普
蘭
店
問
の
幹
線
道
路
､
溝
戴
本
線
及
び
金
両
線
は
此
の
低

地
帯
上
の
鞍
部
を
通
過
す
｡
三
崎
山
丘
列
の
延
長
と
看
倣
し
得
る
も
の
は
金
州
の
末
方
北
太
河
を
越
え
多
少
南
に
轡

曲
し
何
金
山
(海
抜
百
八
十
五
二

光
)
に
至
わ
で
重
商
鮎
に
連
す
｡

本
地
域
内
に
は
黄
土
の
堆
積
せ
る
所
多
-
其
の
東
南
に
は
狭

-

し

て
粗

さ
乾
溝
穿
た
れ
黄
土
特
有
の
意
地
を
在



す
｡
此
の
溝
は
基
岩
の
表
面
形
態
即
黄
土
堆
積
前
の
地
形
に
は
陶
係
無
さ
も
の
-･如
し
.
此
の
如

き
地
形
は
平
山
山

塊
の
北
恋
に
於

い
て
最
も
著
し
-
､
九
度
屯
軍
家
窪
手
間
方
､
前
石
友
東
方
は
於

い
て
79
見
ら
る
｡

河
川
は
最
大
在
る
北
太
河
と
云
ヘ
ビ
も
平
時
は
流
水
無
-
道
路
と
し
て
利
用
せ
ら
る
～
所
あ
ヵ
｡
山
野
は
草
木
小

さ
薦
め
雨
期
に
は
濁
流
氾
濫
し
交
通
杜
絶
す
｡

(cq)

海
岸
線
は

一
種
の
リ
ア
ス
海
岸
ほ
し
で
牛
島
部
は
常
は
玉
来
乃
至
五
十
米
の
梅
崖
を
形
成
し
龍
王
廟
海
岸
の
如

き

は
二
十
米
の
断
崖
を
覆
す
｡
崖
下
に
は

1
舷
は
潟
を
見
ざ
る
も
轡
の
部
分
は
隆
起
の
助
け
を
も
蒋
-
て
砂
演
を
作
る

地
質
と
地
形
と
の
関
係

本
地
域
は
摺
曲
地
置
ほ
し
で
且
断
層
地
慣
在
れ
ど
･S
其
等
の
構
造
は
現
地
形
に
於
い
て
は
直
接
に
は
離
ひ
る
を
碍

ず
｡
直
接
構
造
に
基
づ
-
起
伏
は
既
に
浸
馳
せ
ら
れ
主
と
し
て
岩
質
は
因
る
地
形
を
量
す
｡
主
と
し
て
珪
岩
よ
カ
成

る
地
層

(南
山
階
b
の
如
し
)
は
一
般
は
丘
陵
或
は
丘
項
数
を
し
.
粘
板
岩
よ
･Ct成
る
部
分
は
谷
を
在
す
事
多
し
｡

三
崎
山
は
此
の
最
も
好
き
例
を
-
｡
南
山
階
b
暦
及
び
七
頂
山
統

a
暦
の
如

き
は
屡
丘
頂
を
覆
す
｡
地
域
東
部
に
あ

る
片
麻
岩
匿
域
は
例
剥
ruれ
易
-
低
平
な
る
丘
陵
地
む
な
し
'
踊
兼
続
の
頗
-
露
出
せ
る
二
十
里
鐘
盆
地
及
び
金
州

東
方
に
於

い

ては
起
伏
小
夜
る
低
平
地
を
覆
す
｡
此
ほ
反
し
七
頂
山
統
茶
番
山
枕
愛
川
枕
は
此
敏
的
急
峻
在
る
高
地

を
な
す
｡
平
山
山
塊
は
殆
ど
此
等
よ
-
成
る
｡

闘
米
州
中
山
附
妃
の
地
邪

三

三



地

球

夢
二
十
二
怨

妨

]
班

四

四

地

質

系

統

大
部
分
塞
武
利
亜
紀
地
層
よ
か
成
み
兼
片
は
片
麻
岩
､
原
産
界
の
地
層
あ
わ
｡
而
し
て
平
山
山
塊
の
歯
車
は
奥
陶

和
暦
及
び
石
炭
離
層
よ
カ
成
る
｡
地
質
系
統
を
時
代
順
は
記
せ
ば
攻
め
如
し
｡

第
四
系
-

-
砂
､
磯
､
黄
土
｡

-

不

整

八
=
I

石
炭
系
…

･
-

前
石
次
第
手
続
｡

･･･-

平
行
不
燕

合
-
･･

中
部
奥
陶
系
-
-
愛
川
蹴
｡

下
部
奥
陶
系
･-
=
蕃
歩
山
銃
｡

上
中
部
塞
武
利
虫
系
････‥
七
頂
山
就
｡

下
部
裟
武
利
亜
系
･････.金
州
続
｡

-

平
行
不
整
合
1
-

原
生
界
上
部
(
震
且
系
)
･-
-
陶
東
棟
O

-

断

層
-

片
麻
岩
｡

此
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片
麻
岩

金
州
'
普
蘭
店
間
の
溝
戯
本
線
を
略
其
の
西
境
と
し
其
よ
身
北
東
方
に
頗
-
遼
東
牛
島
に
敬
逢
せ
る
も

の
の

一
部
夜
み
｡
馬
家
屯
倉
､
葉
風
屯
､
石
坂
構
方
南
に
敬
蓮
せ
る
も
の
は
鼎
雲
母
片
麻
岩
に
し
て
鼻
白
の
薄

さ
縞

状
を
暴
し
剥
排
性
に
富
み
石
材
と
し

て佐
用
せ
ら
る
｡

線
束
統

本
地
域
東
方
に
春
す
る
大
和
相
川
を
構
成
せ
る
大
和
荷
山
舵
を
基
金

に
被
覆
し
三
千
六
官
光
の
厚
さ
を

有
す
る
石
衣
岩
の
累
暦
を
-,も
両
統
は
農
｡
素

の

1
部
に
封
此
さ
る
｡

脚
光

州
平
=l
附
虹
の
地
邪

混

乱



地

球

解

二
十
二
各

節
小
娘

六

六

二
十
鬼
蔑
盆
地
に
戯
-
露
は
れ
三
橋
山
南
麓
p
閣
家
屯
満
銭
保
線
員
宿
倉
附
近
よ
う
北
八
里
庄
附
正
造
及
び
金
州

の
韮
部
p
南
部
に
あ
身
｡

本
続
を
下
方
よ
さ
順
に
記
す
｡
甘
井
手
階
は
厚
さ
五
百
米
以
上
と
推
定
さ
れ
白
雲
岩
質
に
し
て
白
色
又
は
旗
色
む

具
し
チ
ャ
ー
ト
の
固
塊
を
含
み
打
撃
は
際
し
て
硫
化
水
素
奥
を
放
つ
｡
甘
井
手
階
の
上
に
整
合
に
督
城
子
階
凍
る
可

き
在
る
も
本
地
域
ほ
て
は
爾
者
は
断
層
を
以
っ
て
接
す
る
は
あ
ら
ず
や
と
考

へ
ら
る
｡
督
城
子
階
は
約
四
官
米
の
厚

n
を
有
し
次
推
色
又
は
黄
色
の
坂
状
石
衣
岩

(
1
米
乃
至
十
糎
板
状
)
に
し
て
最
上
部
に
は
厚
さ
二
十
米
の
黄
線
色

貫
岩
あ
与
｡
此
の
石
灰
岩
は
本
地
域
兼
部
は
於
5,
て
石
材
と
し
て
採
掘
せ
ら
る
｡

十
三
里
毒
階
は
厚
さ
五
十
米
乃
至
百
五
十
米
ほ
し
で
淡
紅
色
又
は
昔
紫
衣
色
の
渦
巻
石
衣
岩
よ
み
威
力
.
時
に
緑

黄
色
又
は
紫
色
粘
粧
岩
を
含
む
事
あ
ヵ
｡
渦
巻
は
下
部
大
型

(直
雀
十
五
糎
)
ほ
し
で
上
部
小
型

(
直
超
二
糎
)
在

る
を
骨
と
し
､
唇
面
に
垂
直
な
る
面
に
於

5,で
は
長
n
約
三
十
糎
の
樹
枝
状
を
量
し
幹
の
中
部
以
上
よ
き
二
三
の
枝

を
分
か
つ
0
薄
片
は
し
て
鑑
査
す
る
79
唯
石
灰
岩
の
結
晶
質
在
る
教
範
ひ
る
に
過
ぎ
ず
.
十
三
尊
堂
階
の
上
は
整
合

に
凍
る
も
の
は
馬
家
屯
階
と
栴
し
五
十
光
乃
至

盲

五
十
米
の
厚
さ
を
有
L
t
次
藍
色
珪
質
石
衣
岩
及
び
淡
緑
色
石

衣
質
粘
坂
岩
叉
は
白
色
或
は
褐
色
粘
土
質
石
衣
岩
が
四
粍
乃
至
三
糎
の
厚
n
ほ
互
暦
を
在
せ
卓
.

(3)

関
東
枕
は

一
部
は
遠
藤
隆
次
氏
の
閥
来
県
色
放
状
石
衣
岩
は
属
し
グ
レ
ー
ボ
ー
の
麓
旦
系
上
部
(
原
生
界
上
部
).

膏
地
氏
の
五
行
山
就
'
中
村
教
授
の
洞
堂
隅
銃
､
山
根
敦
授
の
南
口
石
衣
岩
等
に
対
比
せ
ら
る
｡

金
州
統

約
六
百
五
十
米
の
厚
n
を
有
し
砂
貿
及
び
粘
土
質
は
し
て
p
主
と
し
て
石
衣
岩
よ
カ
成
る
鏑
充
棟
と
は

大
い
に
興
る
｡
上
部
に
は
レ
ド
リ
キ
ヤ
含
ま
れ
基
底
に
は
磯
岩
春
す
る
革
あ
き
｡
基
底
磯
岩
の
春
せ
ざ
る
時
は

1
見



整
合
に
陶
東
萩
を
被
覆
す
る
如
-
見
ゆ
る
も
磯
岩
を
観
察
す
る
時
大
和
荷
山
舵
の
珪
岩
及
び
朝
鮮
葦
海
道
黄
州
北
部

に
於
け
る
如
-
線
色
脈
岩
の
磯
を
静
ひ
る
を
以
七
.
踊
東
続
と
金
州
銃
の
問
に
は
可
成
与
太
在
る
敏
院
を
想
像
し
碍

可
く
､
両
者
は
平
行
不
整
各
鯛
係
に
あ
る
べ
し
｡
さ
れ
ば
金
州
統
上
部
に
含
ま
る
J
レ
ド
リ
キ
ヤ
動
物
群
と
食
せ
考

へ
金
州
舵
の
基
底
を
以
て
塞
武
利
缶
系
の
基
底
と
な
す
｡

(A
)南
山
階

約
四
宵
米
の
厚
n
を
有
し
砕
屑
性
沈
積
暦
は
し
て
主
と
し
て
粘
板
岩
及
び
珪
岩
よ
さ
成
身
有
庚
岩

を
爽
有
す
｡
下
底
に
は
玉
来
以
下
の
厚
n
を
有
す
る
灘
岩
存
在
す
る
革
あ
与
｡
三
崎
山
､
十
三
里
屯
は
露
は
れ
城
外

南
山
に
好
露
出
あ
わ
｡
岩
質
は
局
部
的
に
軍
化
に
富
め
る
が
三
部
に
分
つ
罫
を
布
.
下
部
よ
さ
a
､
b
､

e
暦
と
覆

す
Oa
暦

壁
間
性
薯
し

き
粘
放
岩
層
は
し
て

一
般
は
帯
紙
次
色
を
墨
L
t
三
崎
山
南
密
に
於

い
て
は
淡
膏
衣
色
､
洗

練
灰
色
.
赤
紫
色
ほ
し
で
雲
母
を
含
む
部
分
あ
わ
｡
厚
さ
は
五
十
米
乃
至
雷
光
あ
わ
｡

b
暦

二
官
米
乃
至
四
雷
光
の
厚
n
を
有
し
珪
岩
'
珪
質
砂
岩
及
び
粘
放
岩
よ
-,h成
与
中
部
は
石
衣
岩
に
て
置
換

さ
る
ゝ
罫
あ
み
｡
珪
岩
は
十
三
旦
屯
.
宋
家
溝
に
於
い
て
は
厚
暦
を
成
し
白
色
又
は
次
色
聖
不
す
.
地
表
よ
み
裂
醇

を
通
じ
て
浸
入
せ
る
水
酸
化
銭
を
含
め
る
水
の
籍
め
に
褐
鈷
蟹
を
肱
胎
せ
る
場
合
多
-
p
特
に
東
門
外
屯
の
射
の
は

著
し
O
多
く
の
場
各
珪
岩
は
再
結
晶
を
な
せ
し
事
明
夜
み
｡
石
英
粒
は
直
種

1
粍
内
外
に
し
て
甚
だ
図
-
大

き
訂
均

一
托
し
て

TOun
d
in
g
及
び

soTtin
b.･
む
完
金
に
受
け
L
も
の
し
如
-
此
の
好
例
は
十
三
里
屯
は
於

い
て
見
ら
る
｡

e
暦

五
十
米
乃
至
百
八
十
米
の
厚
n
社
有
し
主
と
し
て
粘
粧
岩
よ
み
成
･1
時
は
石
英
砂
岩
の
観

層

を
挟
み
又
石

衣
岩
を
含
む
革
あ
ら
｡
木
履
の
大
部
分
を
覆
す
粘
戚
岩
は

一
般
に
壁
間
性
着
る
し
-

一
般
に
衣
線
色
在
る
が
線
黄
色
､

関
取
州
平
山
附
妃
の
地
成

七

七



地

球

欝
二
十
二
番

欝

1
蚊

八

八

黄
色
の
事
あ
わ
｡
又
十
三
里
屯
金
両
税
附
近
の
如
-
赤
紫
色
或
は
赤
色
在
る
串
も
あ
,C1.
時
と
し
て
淡
故
色
を
毒
し

憶
の
如
き
光
幣
と
鯛
戚
を
有
す
る
粘
土
在
る
革
あ
ら
で
'

1
見
石
炭
系
下
部
の

(
本
地
域
に
於
け
る
)
耐
火
粘
土
に

類
似
せ
る
79
腰
粒
及
び
黒
鉱
を
有
せ
ず
｡
親
王
廟
涯
岸
は
於
5,
て
は
最
上
部
に
石
衣
岩
を
有
す
｡

(
3
)三
十
盈
鐘
階

二
十
米
乃
至

二
十
米
の
厚
n
を
有
す
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
又
は
黄
線
色
の
含
雲
母
粘
叔
岩
に

し
て
p
下
部
窓
武
利
霞
紀
の
示
準
化
石

R
ed
lichia
ch
in
en
Sis

其
の
他
を
含
み
､
閣
家
桜
階
と
共
は
山
兼
､
山
西
.

河
北
の
儲
頭
貫
岩
に
封
此
n
る
0
断
簡
の
薦
め
は
連
縛
的
ほ
現
れ
ず
し
て
断
積
的
な
カ
｡
本
地
域
は
於

い
て
は
化
石

の
保
存
志
し
-
又
魔
力
の
食
め
歪
を
受
け
童
と
し
て

R
ed
lich
ia

ch
in
en
sis
W
at･
の

cran
id
iu
m

を
産
す
｡
儲

足
介
類
似
物
見
ゆ
る
も
細
部
不
明
な
み
.

(
C
)閥
家
桜
階

厚

n
二
宮
光
乃
至
四
宵
五
十
米
は
し
て
背
紋
黄
次
色
又
は
帯
紫
衣
色
の
漁
況
質
貫
岩
又
は
含
雲

母
貰
岩
よ
鼻
成
少
不
達
綾
在
る
石
衣
岩
を
伴
ふ
盛
暦
を
カ
｡
三
晴
山
北
方
は
盛
-
敬
遷
せ
る
が
'
此
慶
の
79
の
は
三

十
度
壁
階
の
直
L,
上
に
約
百
五
十
米
の
厚
n
む
有
す
る
尊
青
票
色
石
衣
岩
姦
し
｡
愛
川
村
北
方
の
老
虎
山
牛
島
に
放

け
る
如
-
下
底
よ
旦

7官
米
及
び
三
百
米
上
部
は
厚
さ

一
光
を
る
固
渦
巻

(
直
超
二
糎
)
石
衣
岩
室

雇

有
す
る
革

あ
も

九
里
庄
よ
旦

二
雷
光
北
方
に
於

い
て
は
衣
色
薄
版
状
石
磐

石
及
び
膏
次
色
雷

石
の
下
位
は
厚
さ

1
淋
在
る
固

渦
巻
石
衣
岩
岩
春
L
t
其
の
下
部
は
磯
岩
の
如

き
外
観
を
量
す
る
石
衣
岩
と
在
れ
与
｡
本
階
中
に
は

1
殻
は
二
光
乃

至
三
光
時
に
は
玉
来
以
上
の
厚
を
有
す
る
屈
桃
状
骨
炭
色
石
次
岩
挟
在
し
.
厚

さ
も
の
は
朗
々
に
於

い
て
石
材
と
し

て
採
掘
せ
ら
る
｡

龍
王
廟
屯
李
家
屯
漆
岸
に
於

い
て
は
上
よ
わ

記
せ
ば
次
の
如
し
｡



背
褐
炭
色
合
雲
母
扮
梶
質
貢
岩

倉
雲
母
掛
泥
質
貫
岩
及
び
屈
桃
状
石
衣
岩

衣
緑
色
貫
岩
及
び
屈
桃
状
石
衣
岩

三

十

米

)
六

十

米

膏
黒
色
塊
状
石
衣
岩

窓

及
び
紋
色
石
窒

貢
岩
窟

す
る
讐

様
(
直
径
八
糎
以
下
)
有
畜

}

五

十

米

次
線
色
粘
板
岩

青
色
塊
状
石
衣
岩

含
雲
母
線
色
粘
板
岩

賛
色
泥
土
償
却
を
挟
め
る
薄
版
状
石
衣
岩
帯
膏
薫
色
石
次
岩

化
石
は
北
三
里
庄
酉
北
方
よ

み
Plych
op
ar
ia
･?
im
･p
a
r
P

tych
op
aria

七

十

水

干

米

s
p

A
n
om
ocar
eu
a

sp

等
を
得
た

る
に
過
ぎ
ず
｡

七
璃
山
統

三
宵
六
十
米
乃
至
四
Lm
米
の
厚
さ
を
有
し
主
と
し
て
石
衣
岩
よ
少
成
み
金
州
銃
を
盤
各

は
被
覆
し
､

中
部
及
び
上
部
塞
武
利
亜
紀
の
79
の
夜
-1
｡
下
よ
与
a
t
石
英
砂
岩
t
b
､
友
線
色
粘
板
岩
及
び

C
､
枚
状
石
衣
岩

に
分
か
ら
碍
べ
-
新
在
る
沈
積
輪
廻
に
入
力
し
も
の
と
考
ふ
｡
下
部
塞
武
利
亜
紀
の
海

1
旦
浅
-
な
み
中
部
塞
武
利

亜
紀
に
人
身
再
び
慌
さ
を
増
し
た
る
怒
ら
ん
｡

a
.
石
英
砂
岩
暦

厚
さ
十
朱
乃
至
二
十
五
米
に
し
て
時
に
五
十
米
に
連
す
る
革
あ
わ
｡九
里
屯
'
十
三
里
屯
方
面

は
於
い
て
は
白
色
又
は
黄
色
珪
岩
と
成
れ
る
79
の
あ
み
て
南
山
階
の
珪
岩
に
非
常
に
類
似
せ
-1
｡
常
置
域
北
部
に
於

開

米
州
平
山
附
紀
の
地
盤

九

九



地

球

節

二
十
二
番

終

い
艶

70

1
0

57
で
は
各
-
存
在
せ
ざ
る
か
叉
は
敏
速
悪
く
'南
部
値
域
に
於
い
て
は
殆
ど
常
に
b
暦
を
僅
払
て
其
の
下
僚
に
あ
少
｡

岩
贋
は
石
英
質
白
色
細
粒
な
る
も
風
化
す
れ
ば
黄
褐
色
と
在
る
｡
木
履
の
時
代
は
踊
し
て
は
日
下
鹿
を
有
す
O
果
し

て
中
部
塞
武
利
恵
配
の
基
底
を
成
す
79
の
夜
カ
や
或
は
閣
家
梯
階
の
最
上
部
と
考
ふ
べ

き
も
の
な
る
や
､
化
石
を
採

集
し
碍
ぎ
～,h
L
皆
地
域
に
於
い

ては
確
侶
な
し
.
朝
鮮
黄
海
道
草
州
北
部
に
於

い
て
は
化
石
上
並
び
に
岩
質
上
b
犀

は
比
す
べ
き
林
村
貰
岩
下
に
､岩
質
上
多
少
本
暦
に
類
似
せ
る
砂
岩
暦
あ
う
て
P
ty
d
w
p
b
ria
im
p
a

r.Z%
c
h
o
p
a
r
ia

a
clis

等
を
含
み
明
に
下
部
塞
武
利
亜
紀
に
属
す
る
も
の
を
･q
O

b
P
衣
純
色
粘
戚
岩
暦

二
十
米
乃
至
七
十
五
米
稀
は
官
米
に
蓮
す
る
厚
n
を
有
す
る
粘
板
岩
に
し
て

1
舷
に
衣

緑
色
な
る
も
昔
膏
夜
色
又
は
黄
緑
色
在
る
事
あ
わ
で
努
開
性
犯
-
勢
開
面
は
屠
所
と
敷
皮
の
傾
き
を
を
す
｡
厚
さ
不

定
在
る
友
色
石
友
岩
屈
桃
状
を
覆
し
て
春
す
る
革
あ
ヵ
｡
卒
山
の
北
部
に
於

い
て
は
殆
ど
石
衣
岩
の
み
ょ
ヵ
威
力
叉

俳
爺
廟
の
東
方
は
あ
わ
で
は
厚
三

二
十
糎
の
石
衣
岩
と
厚
n
約

一
米
の
粘
板
岩
と
互
層
を
在
す
o

化
石
は
石
衣
岩
'
粘
坂
岩
の
各
に
含
ま
る
J
が
童
と
し
て
腕
足
介
の
黒
色
又
は
膏
白
色
の
退
散
は
し
て
､
稀
に
兼

田
家
屯
､
挙
家
屯
南
港
等
よ
き
黄
色
の
三
葉
虫
を
座
す
｡

T
ritobita

D
oiich
om
etop
u
s
d
irce
W
al
.

D
o
li
c
h
om
etop
u
s
d
eois
W
al

.

P
t
y
ch
o
paria
kotk
ibei
V
at
.

A
n
om
o
ca
r
e
lla

cf
.
h
e

rjn
ia
s
W
a1.

C
on
ok
eph
a
tin
a
cf

.
ve
s
ta

(
W
al.)

車

LLl詩
固
相

詩
川
細
田
.｡
嚇

熱
血

紬
瑚
轟
.4Y､ヽ



T
r
i
io
b

ita

B
r
a
c
h
i
o

p
o
d
a

O
b
o
lu
s

d
a
m
esi
(W
al
.)

O
bolu

s
ckin
ensisW
at.

O
botu
s
cf
.
m
in
im
u
s
W
al
.

A
cro
i
h

ele
m
a
tth
ew
i
er
ix
W
a
t.

A
cr
o
ire
t
a

v
e
n
ia
W

al

.

L

in
gu
le
lla

s
p
.

穎
EB
灘
か

･
､7
槻
料
出
潮
事

灘
輸
出

･
it~
瑚
轟

頗
難
封

灘
.Ji'
i滞
討

7ヽ
朝
鮮
融
封
事

｡
jat
埴
事

｡
槻
Tj難
曲
封
事

与

轍
鮒
出
勤
轟

】ヽノ
朝
鮮
由
封
轟

･
朝
鮒
由

･
望
難
曲
謝
辞

右
の
も
の
は
商
満
他
地
方
に
も
出
で
中
部
塞
武
利
亜
紀
を
不
L
f

山
東
省
其
の
他
の
張
夏
石
衣
岩
に
属
す
べ
-
又

朝
鮮
に
於
け
る
林
材
質
岩
動
物
群
と
相
通
ず
｡

C
､
枚
状
石
衣
岩

原
n
三
宵
米
乃
至
三
百
七
十
米
の
石
衣
岩
鼎
暦
に
し
て
露
出
両
横
頗
し
｡
膏
黒
色
又
は
育
次

色
ほ
し
で
時
に
淡
育
夜
色
在
る
罫
あ
わ
で
一
般
に
三
振
乃
至
十
糎
厚
n
の
板
状
石
衣
岩
よ
カ
成
る
.
最
上
部
に
於

い

て
は
練
夜
色
叉
は
黄
紘
次
時
と
し
て
は
背
褐
炎
色
の
頁
岩
質
乃
至
泥
衣
質
の
部
分
を
挟
み
､
斯
る
爽
難
物
多
量
と
在

れ
ば
厚
さ
一
糎
の
放
状
に
し
て
激
岩
城
在
る
石
衣
岩
と
在
る
0
此
の
例
は
卒
山
南
緩
斜
面
及
び
男
鹿
山
牛
島
等
に
見

ら
る
0
龍
王
廟
屯
に
於
い
て
は
最
上
部
ほ
ぼ
ru八
十
糎
の
膏
夜
色
酷
晶
質
白
雲
岩
贋
石
衣
岩
あ
ヵ
.卒
山
の
一
部
'
九
旦
屯

元
賓
溝
の
南
部
及
び
是
虎
山
は
於
い
て
は
本
暦
の
上
鼎
よ
り
四
十
米
乃
至
五
十
米
下
位
は
二
十
米
乃
至
三
十

一
米
の

間
p
厚
n
lニ
十
糎
の
席
虫
状
石
灰
岩
及
び
略
等
し

き
厚
さ
を
有
す
る
薄
板
状
石
衣
岩
の
瓦
暦
あ
ヵ
｡
又
元
賛
港
の
宙

関
東
州
平
山
附
近
の
地
既

二

一
一



地

球

節

二
十
二
番

終

い
班

三

1
二

部
に
於

い
て
は
豹
盲
犬
を
隔
て
犀
三

丁米
長
さ
七
光
の
レ
ン
ズ
状
大
網
食
石
衣
岩
二
箇
春
寒
す
O
渦
巷
は
楕
固
形
の

切
口
堅
不
し
長
種
四
十
糎
に
し

て短
撃

一十
五
糎
を
鼻
｡
本
暦
の
比
較
的
下
部
と
息
は
渇
J
朗
は
厚
rh
不
定
の
鯛
状

石
衣
岩
を
見
る
事
あ
ら
.

本
暦
よ
少
採
集
せ
る
化
石
を
畢
ぐ
れ
ば
次
の
如
し
0

P
ty
ch
op
a
r
ia
sp
.

Zn
ou
y
ia
cf
.
m
elie
(W
a
1.)

Znouyia
cf
.
a
c
a
lle
(W
al
.)

h
ouyia
cf
.
ih
isbe
W
al
.

D
olic7w
m
e
top
u
s
sp
.

So
l
e

n

op
l
e

u
ra
s
p
.

Ag
n

o
s
fus

d
oum
Pl
l
ei
B
e
r
g

er
on

A
gn
ostu
s
sp
.

D
r
e
p
cm
u
r
a

s
p

.

轟
報
蜜

｡
抽
静
LLl

轟
錦
画

素
球
審

軸

路

LJrJ

抽

詠

L
il

･
･
抽

EP.J
E

抽
詠
LLJ

独
鈷
Elf

軸
路
LJ.f

時
代
は
中
部
裳
武
利
亜
紀
の
上
部
を
カ
｡

1
部
は
上
部
塞
武
利
亜
紀
は
及
ぶ
も
の
な
る
べ
し
｡

蕎
春
山
統

皆
地
域
酉
牛
部
に
露
出
す
る
も
断
層
の
薦
め
甚
だ
し
-
断
裂
せ
ら
る
｡
厚
n
は
約
三
富
来
乃
至

ニ
官

(4)

六
十
米
と
推
定
さ
れ
'
岩
質
並
に
暦
序
よ
卓
見
で
太
子
河
沿
岸
の
下
部
奥
陶
配
暦
に
封
此
せ
ら
る
.
下
部
よ
卓
越
ぶ

れ
ば
次
の
如
し
｡



a
､
敢
大
型
渦
巻
石
衣
岩

老
虎
山
に
露
は
る
ゝ
も
の
は

〇
･五
米
乃
至
五
米
の
厚
さ
を
有
し
渦
巻
の
大
在
る
も

の
は
長
森
二
光
以
上
に
及
べ
与
｡
殊
に
老
虎
山
車
島
海
岸
附
鑑
に
春
す
る
も
の
は
渦
巻
大
に
し
て
且
暦
の
厚
さ
79
大

な

み
0
老
虎
山
車
島
の
峯
に
於
い
て
観
察
せ
る
も
の
を
下
よ
か
記
せ
ば
左
の
如
し
｡

結
晶
質
白
雲
質
石
衣
岩

二
糎
板
状
石
炭
岩

大
渦
巻
石
衣
岩
(
朗
々
白
雲
質
に
移
過
す
)
三
柴
山
の
破
片
を

食
む

膏
顔
色
結
晶
質
白
雲
貿
石
衣
岩

一
光

.I
･玉
来

〇
･五
米

一
二
〇
米

朗
は
よ
少
最
大
型
渦
巻
石
衣
岩
を
敏
除
せ
る
か
或
は
渦
港
の
長
径
三
十
糎
以
下
の
も
の
存
在
す
る
革
あ
ゎ
｡
遠
藤

(L-)

〔6)

氏
の
最
大
型
渦
巻
石
衣
岩
及
び
小
林
氏
の
滑
々
溝
石
衣
岩
に
相
脅
し
此
を
奥
陶
系
の
下
底
と
す
.
渦
巻
の
原
因
に
付

き
で
は
藻
類
分
泌
説
及
び
無
機
説
あ
る
も
顕
微
鏡
的
に
は
特
徴
認
め
難
し
｡

b
.
結
晶
質
白
雪
質
石
衣
岩

老
鹿
川
に
於
い
て
は
厚
さ
官
二
十
米
あ
み
て
著
し
-
結
晶
質
在
み
｡
且
白
雲
質
の

庶
強

さ
故
柿
頗
酸
を
控
ぐ
も
抱
沸
せ
ず
､
南
部
地
域
に
於
5,
tJ
は
多
-
不
明
瞭
に
て
前
石
次
容
子
屯
の
尭
方
二
粁
の

地
に
於
け
る
も
の
は
厚
さ
九
十
米
の
黒
色
結
晶
質
石
衣
岩
に
て

一
部
分
は
煽
虫
状
に
見
え
柿
塩
酸
ほ
て
抱
沸
す
0
薄

(7)

地
鳳
風
域
間
隔
地
質
説
明
番
の
衣
白
色
結
晶
質
石
衣
岩
と
栴
す
る
も
の
と
封
此
す
る
を
得
､
叉
火
連
策
は
放
け
.N'小

(.f)

林
氏
の
歌
粗
雑
頁
岩

(
五
湖
塀
の
黒
色
斑
状
石
衣
岩
)
に
相
骨
す
｡

u
p
嬬
虫
状
石
灰
岩

β
暦
の
厚
さ
は
非
常
に
夢
化
に
富
み
二
十
米
乃
至
百
十
米
あ
ヵ
｡
一
般
は

〇
･
三
光
乃
至

開
放
州
平
山
附
妃
の
地
質

三

二
二



地

球

節
二
十
二
番

節

.I
娩

蒜

)
四

一
米
厚
n
の
放
状
石
衣
岩
と
〇
･
二
光
乃
至
○
ユ
ニ
米
厚
さ
の
小
豆
色
蝿
塊
状
石
衣
岩
と
が
互
静
態
を
し
老
鹿
川
に
於

(9)

い
て
は
雨
着
各
二
十
四
暦
を
数

へ
得
べ
し
｡
火
連
葵
方
面
の

臥龍
統
下
部
Ⅵ
板
状
石
衣
岩

(席
虫
状
石
衣
岩
爽
在
)

は
祁
普
す
べ
-
､
鳳
風
域
同
幅
地
質
簡
明
番
の
雲
形
状
石
炭
岩
に
封
比
せ
ら
る
｡

然

れ
ど
も
本
地
域
に
於

い
て
は
未

だ
化
石
を
見
ず
且
他
地
方
の
も
の
に
此
し
厚
n
大
在
る
79
の
J
如
し
｡

d
t
細
粒
結
晶
質
白
雲
質
石
衣
岩

原
n
宵
八
十
米
乃
至
二
宮
五
十
米
を
カ
｡
b
暦
の
結
晶
質
白
雲
質
石
衣
岩
は

粗
似
せ
る
も
細
粒
に
し
て
夜
色
叉
は
淡
膏
衣
色
を
量
し
､
且
白
色
叉
は
黒
色
の
チ
ャ
ー
ト
圃
塊
を
含
み
､
朗
に
よ
み

て
は
ハ
ン
マ
ー
ほ
て
打
て
ば
硫
化
水
素
臭
を
放
ち
降
雨
後
或
は
温
地
の
も
の
は
特
に
著
し
き
を
戚
ぜ
み
｡
之
に
踊
し

て
は
放
下
助
教
授
及
び
溝
助
地
質
調
査
所
坂
本
班
撃
士
よ
-,h調
査
に
先
立
ち
で
御
教
示
を
賜
わ
非
常
在
る
便
宜
を
得

ね

力

O

(S
)

(ー･1)

(凹
)

他
地
方
の
も
の
に
対
比
せ
ば
遠
藤
氏
の
白
雲
贋
石
衣
岩
'
尾
椅
氏
の

含闘
魂
鋤
衣
色
石
次
岩
層
'
育
地
氏
の
角
岩

質
の
結
核
を
有
す
る
次
男
色
石
次
岩
等
と
在
る
79
厚
rb
は
英
等
よ
少
蕗
は
大
を
少
｡

愛
川
統

厚
さ
は
三
宮
米
乃
至

二
宮
五
十
米
に
し
て
蕃
歩
山
続
の
上
に
生
食

は
横
は
み
金
-
膏
親
友
撤
密
の
石
衣

岩
よ
与
成
み
時
に
薄
板
状
を
覆
す
罫
あ
わ
｡
常
に
白
色
の
方
解
石
脈
に
縦
横
に
貫
か
れ
風
化
作
用
を
受
け
た
る
両
は

滑
に
し
て
美
魔
を
わ
｡
岩
質
は
時
に
泥
次
質
又
は
白
雲
質
在
る
事
あ
ヵ
て
風
化
せ
る
朗
は
次
白
色
在
る
頁
岩
の
如
-

見
ゆ
O
殊
に
最
下
部
に
於
い
て
は
薄
板
状
石
衣
岩
及
び
泥
次
貿
石
衣
岩
が
約

一
米
車
位
の
厚
n
を
成
し

て互
暦
す
る

事
あ
･C,｡
前
石
衣
爵
子
附
近
ほ
著
し
-
露
は
･̂
る
も
'
す
べ
で
断
層
ほ
て
切
断
さ
れ
'
其
の
最
上
部
よ
4
最
下
部
迄

引
薦
き
春
す
る
革
を
し
.
化
石
は
左
記
の
も
の
を
度
し
岩
男
'
暦
序
よ
少
見
て
中
部
奥
陶
紀
の
も
の
な
ら
ん
0



Ac
i
i
n

o
ceras
s
p
.

Or
i
h

o

c
eras
s
p
.

Ma
c

tu
r
easp
,

)
蒔

.1=
密
浮
落
第

紳

(3
)

愛
川
続
に
相
督
す
る
,P
の
を
求
ひ
れ
ば
小
林
氏
の

瓦
鼻
構
統
斑
状
石
磐

石
(
ア
ク
チ
ノ
セ
ラ
蒜

)
,
遠
藤
氏
筆

(S
)

(捕
)

部
坂
状
石
衣
岩
､
尾
情
氏
の
上
部
粉
炭
色
石
衣
岩
層
'
育
地
氏
の
薫
色
又
は
友
物
品
色
石
衣
岩
等
を
･q
｡

前
石
祝
宴
手
枕

二
百
四
十
米
以
上
の
厚
n
を
有
す
る
木
枕
は
愛
川
枕
を
平
行
不
整
合
は
披
覆
し
前
石
次
番
手
屯

北
方
地
域
に
北
東
三
粁
､
北
西

一
粁
飴
の
露
出
あ
ら
｡
附
近
地
域
の
本
紙
所
在
地
は
老
虎
山
食
後
源
屯
rT
虎
阻
に
知

ら
る
ゝ
の
み
ほ
し
で
其
の
存
在
を
推
定
し
符
べ
き
79
の
は
西
南
単
科
構
造
を
を
せ
る
潜
虎
山
の
西
南
酉
源
中
を
身
_0

本
地
域
の
も
の
は
断
層
に
ょ
み
て
断
裂
せ
ら
れ
且
局
部
的
摺
曲
あ
わ
で
極
度
は
擾
乱
n
れ
､
殊
は
前
石
衣
寛
子
屯
部

落
の
北
酉
約
六
官
米
の
地
に
於

い

ては
明
に
逆
碑
構
造
聖
不
し
本
続
の
北
西
境
界
は
術
上
し
凍
れ
る
希
藤
山
統
d
暦

下
に
渡
す
.
下
部
よ
み
記
せ
ば
左
の
如
し
.

a
.
石
衣
質
粘
土
静

1
米
乃
至
十
二
米
の
厚
さ
を
有
し
大
部
分
粒
黄
色
又
は
扶
育
衣
色
硬
質
耐
火
粘
土
よ
み
威

力
○
立

糎

以
下
の
無
数
の
潤
粒
及
び
黒
色
の
斑
瓢
を
有
す
｡
酒
蔵
試
掘
第
二
斜
坑
内
に
於
5,
で
観
察
し
得
た
る
朗

に
よ
れ
ば
耐
火
粘
土
の
上
部
に
厚
さ
約
三
十
糎
の
石
汲
む
含
む
.

b
､
砂
岩
及
び
貢
岩
層

下
部
四
十
五
米
は
頁
岩
に
鹿

み
上
部
二
十
五
米
は
砂
岩
に
富
む
｡

下
部
は
青
色
p
黄
色
､
純
友
色
及
び
赤
紫
色
等
局
部
的
は
色
を
典
は
す
る
貫
岩
に
し
て
黄
色
中
粒
砂
岩
を
挟

む
｡

上
部
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
､
黄
色
及
び
衣
紋
色
砂
岩
に
し
て
葦
線
色
叉
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
貢
岩
を
挟
む
｡
放
下

的
米
州
神
川
附
妃
の
地
質

1
瓦

l
五



地

球

節

二
十

二
容

解

1
雄

二
ハ

]
六

助
教
授
は
骨
で
本
暦
中
よ
少

L
ep
id
od
en
d
ron

を
採
集
せ
ら
れ
た
タ
｡
荷
は
本
暦
中
に
は
禍
鎖
鋸
の
小
間
塊
を
肱

胎
し
大
正
中
期
の
好
況
時
代
に
は
採
掘
ru
れ
し
事
あ
-
と
云
ふ
｡

C
.
石
磐

石
累
暦

九
十
米
の
厚
n
を
有
し
淡
膏
次
色
撤
密
石
悉

石
は
し
て
屡
赤
紫
色
又
は
級
友
色
貢
岩
及
び
砂

岩
の
レ
ン
ズ
を
含
む
｡
下
部
石
衣
岩
よ
み
刑
糊
.
海
Lm
各
の
柄
及
び
F
u

Su
line
ll

a
sp･等
を
産
す
｡

d
P
赤
紫
色
貫
岩

十
米
乃
至

二
十
米
の
厚
さ
,hJ有
す
.

e
p
石
灰
岩
貫
岩
亙
暦

厚
さ
六
十
米
に
し
て
旗
色
結
晶
質
石
灰
岩
及
び
絃
灰
色
貫
岩
互
暦
を
な
す
｡

(17
)

前
石
次
第
子
銃
は
太
子
河
附
近
の
二
盛
石
炭
紀
暦
の
下
部
暦
に
比
せ
ら
れ
中
部
圏
及
び
上
部
暦
在
る
石
炭
暦
は
例

刺
さ
れ
露
し
わ
る
も
の
J
如
-
故
に
本
銃
は
石
炭
系
最
上
部
と
し
て
可
怒
ら
ん
か
.

第
四
恭

啓
地
域
に
は
石
炭
系
よ
-
新

し
さ
地
層
殆

ど
見
ら
れ
ず
唯
倭
に
風
成
層
襲
士
及
び
前
石
次
轟
子
屯
附
淀

の
河
床
に
見
ら
る
ゝ
河
成
磯
岩

(厚
さ
三
光
以
下
)
及
び
金
州
城
附
近
の
平
地
､
平
山
常
食
斜
面
に
春
す
る
砂
塵
(
厚

さ
四
米
以
下
)
等
托
し
て
磯
は
荏
二
十
糎
以
下
の
石
灰
岩
'
珪
岩
､
貫
岩
を
み
.
黄
土
は
冬
期
卓
越
す
る
北
風
に
運

搬
さ
れ
凍
み
て
山
丘
の
北
斜
面
及
び
凹
朗
に
堆
積
rb
れ
'
殊
に
平
山
北
斜
面
に
於

い
て
は
毎
年
約
六
糎
の
堆
積
を
見

る
と
云
ふ
.
然
れ
ど
も
時
に
風
下
即
南
斜
面

(
平
山
甫
密
及
び
南
東
麓
)
山
腹
に
も
見
出
さ
る
J.革
あ
み
て
北
斜
面

は
の
み
堆
積
す
る
と
は
云
以
難
し
｡
其
の
厚
さ
は
卒
均
敏
光
在
る
79
年
山
北
斜
面
の
如

き
は
十
五
米
以
上
の
厚
rb
を

有
す
る
朗
あ
少
で
昔
赤
賛
色
又
は
背
褐
黄
色
の
無
暦
糊
の
も
の
改
み
｡
卒
山
北
麓
の
一
部
及
び
九
里
庄
附
近
に
存
す

る
黄
土
は
粘
板
岩
の
角
磯
を
含
み
暦
糊
聖
不
せ
る
が
之
は

一
皮
堆
積
せ
る
黄
土
が
水
に
流
rbれ
磯
を
混
じ
て
再
び
堆

積
し
た
る
も
の
な
ら
ん
o

&



火
成
岩

金
州
統
中
は
現
る
J
鰻
基
性
岩
は
断
層
又
は
夫
折
に
平
行
在
る
裂
櫨
に
沿
弘
で
岩
脈
又
は
不
規
則
を
る

迭
入
岩
床
を
覆
す
79
の
托
し
て
p
一
般
tこ
幅
敏
光
を
出
で
ざ
る
小
規
模
在
る
も
の
夜
-
｡
宋
家
溝
附
近
の
酒
蔵
本
線
J

金

両線
に
沿
以
露
る
～
も
の
は
此
校
的
大
在
る
も
､
岩
石
の
分
解
甚
し
-
粗
粒
在
る
黄
色
砂
岩
状
或
は
馬
糞
状
を
量

せ
み
｡
顕
微
鏡
ほ
て
験
す
る
も
躯
物
の
腐
蝕
甚
し
-
し
て
岩
石
名
を
決
定
す
る
に
由
な
し
｡

地

質

構

造

本
地
域
は
摺
曲
及
び
断
層
の
雨
運
動
を
受
け
'
筏
難
極
少
な
さ
地
質
構
造
を
不
せ
ど
79
摺
曲
刺
の
状
態
よ
カ
見
れ

ば
摺
曲
運
動
は
断
層
運
動
に
先
ん
じ
て
起
み
し
事
は
明
を
-1
｡

稽
曲

本
地
域
に
於
け
る
地
質
系
統
の
配
置
は
大
部
分
相
曲
運
動
は
蹄
す
る
革
を
得
べ
-
.
其
の
摺
曲
軸
の
方
向

は
西
北
西
に
し
て
四
本
の
大
在
る
背
斜
軸
を
考

へ
碍
べ
-
且
前
石
次
番
手
電
北
方
は
於
け
る
前
石
次
番
手
統
上
に
存

す
る
茶
番
山
続
及
び
金
州
以
北
p
前
石
次
南
方
に
至
る
海
岸
附
近
に
於
け
る
閲
東
舵
､
七
償
山
洗
､
希
藤
山
統
及
び

(i
)

愛
川
練
の
逆
樽
構
造
を
考
ふ
る
ほ
金
州
城
南
方
に
背
斜
軸
を
有
L
p
北
方
は
向
ひ
て
輯
倒
せ
し
一
大
樽
倒
摺
曲
を
考

へ
碍
べ
し
｡

北
方
よ
わ

(大
陸
内
部
方
面
よ
カ
)
加
は
-
し
魔
力
は
庫
倒
摺
曲
と
共
に
街
下

(underth
ru
st)
を
も
生
ぜ
L
U
.

現
今
磯
れ
る
其
の
一
部
が
大
鶴
家
屯
食
前
石
衣
審
屯
桃
家
蜜
北
方
の
衝
動
に
し
て
蕃
藤
山
舵
の
下
は
前
石
次
番
子
敵

が
衝
下
せ
ヵ
｡
次
は
大
在
る
背
斜
は
平
山
敢
高
郷
を
北
西
-

南
東
に
走
れ
る
封
綱
性
の
も
の
在
る
べ
-
'
平
山
南
東

部
に
於
い
て
更
に
二
又
し

一
つ
は
南
光
に
､
他
は
兼
属
兼
に
向
ふ
｡

閃
光
州
平
山
附
妃
の
地
賓

1七

一
七
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甲甲宇野甲甲甲宇野習軍 弟

工栄 二ヒ 2脈 岩 3前石次濁子統 4愛川統 6讃拶 山耗 班

6七頂山班 7同家楼階 8三十盟悠階 9角山階 10開放統

11片戚岩

ー八

一
八

此
の
構
造
は
北
入
里
庄
附
鑑
の

ア
ス
フ
ア

〝
ト
自
動
車
道
路

(金

州
､

普
蘭
店
問
)
に
於
い
て
町
に

看
取
す
る
を
革
｡

窄
曲
運
動
時
期

地
暦
の
整
各

平
行
不
整
各
関
係
よ
さ
見
て
褐
曲

遊
動
は
石
炭
離
以
後
に
起
卓
し
轟

は
疑
を
入
れ
ず
｡
又
北
支
.南
浦
､

朝
鮮
を
通
じ
原
生
代
後
期
後
保
原

紀
迄
は
造
陸
運
動
以
外
に
飲
み
大

在
る
地
殻
運
動
を
豪
ら
ず
'
相
軌

(班
)

道
動
は
上
部
保
雁
紀
即
燕
山
期
に

空
身
で
初
め
て
激
し
-
行
は
れ
た

み
と
云
ふ
｡
又
朝
鮮
に
於
い
て
も

(G.qO)

摺
曲
衝
動
の
如

き
運
動
は
中
期
保

雁
紀
後
は
生
じ
た
･Ja
と
云
は
る
る

が
故
に
本
地
域
の
も
の
も
同
時
代



(2
)

(gI)

の
79
の
な
る
べ
-
主
要
摺
曲
期
は
湛
山
B
期
即
ち
中
部
白
壁
紀
な
ら
ん
｡

断
唐

金
州
背
斜
を
ど
と
同
時
に
起
ら
し
術
上
を
除
け
ば
諸
断
層
は
次
の
三
期
に
分
つ
革
を
得
｡

第

1
期

尭
酉
乃
至
北
酉
-
問
兼
-

〔
(
一
)平
山
山
塊
南
西
部
､
(
二
)金
州
城
北
部
の
三
崎
山
〕O

此
等
は
正
断
層
に
し
て
魔
縮
時
期
よ
少
張
力
の
時
期
は
入
-
て
生
ぜ
し
も
の
を
カ
｡

第
二
期

多
く
北
北
東
-
南
南
酉
､
1
部
は
北
東
-
南
酉
'
又
は
東
北
東
1
西
南
西
'
即
ち
パ
ン
ペ
リ
ー
の
支
部

方
向
｡

-

(≡
)東
部
片
麻
岩
と
水
成
岩
数
分
つ
79
の
｡
走
向
北
二
十
五
度
乃
至
三
十
度
兼
'
傾
斜
北
西
四
十
度
に

し
て
溝
銀
閣
家
屯
保
線
員
宿
倉
附
近
ほ
於
い
て
明
に
観
察
し
稗
｡

(

四
)龍
王
廟
よ
-
劉
毅
屯
に
向
ふ
も
の
｡

(
五
)捕

助
本
線
附
近
の
鞍
部
に
春
す
る
も
の
｡
(六
)前
石
次
容
子
東
方
の
も
の
｡

第
三
期

北
北
西
-
南
南
東
乃
至
北
西
-
南
東
｡
I

(
也
)
北
三
里
庄
よ
･Jl
中
山
山
頂
を
過
る
も
の
｡
(
A
)平
山

山
塊
北
東
山
腹
及
び
山
麓
の
も
の
｡
(
九
)
三
嶋
山
北
酉
麓
よ
与
起
力
龍
王
廟
屯
金
家
屯
を
通
過
し
俳
爺
廟
束
側
を
北

々
西
進
し
小
李
家
屯
歯
槽
に
至
る
も
の
｡

第
三
期
断
層
は
第
二
期
断
暦
を
斜

断
し
此
等
を
担
位
せ
L
U
｡

断
層
運
動
時
期

断
暦
時
期
を
定
む
べ
き
新
期
地
層
無

さ
名
め
運
動
の
時
期
確
定
せ
ざ
る
79
､
褐
曲
湿
動
後
は
断

層
運
動
起
わ
し
を
以
っ
て
､
中
部
白
璽
配
以
後
在
る
べ
し
｡
北
文
に
於

い
て
湖
山
期
に
次
L
,鼻
動
期
は
第
三
離
中
葉

(;u

(a
)

の
甫
嶺
期
に
し

て'
又
朝
鮮
に
於
い
て
は
箪

二
期
断
層
方
向
の
傾
動
運
動
が
白
聖
和
後
は
起
ら
し
故
本
地
域
に
於

5'

で
も
第
二
㌧
節
三
期
の
断
層
は
多
分
白
望
紀
後
に
蕉
ぜ
し
も
の
在
る
べ
L
C

地
殻
撃
勤
ま

本
地
域
の
銅
兼
統
よ
み
前
石
衣
審
子
枕
は
亘
る
原
塵
界
及
び
菅
生
界
は
其
の
中
に
斜
交
不
整
各
を

鯛
炎
州
平
山
附
妃
の
地
封

完

一
九



地

球

弟
二
十
二
世

飾

1
排

三

二
〇

含
ま
ざ
る

一
大
鼎

暦
に
し
て
.
其
の
沈
積
相
を
見
る
ほ
原
生
代
終
-
頃
造
陸
運
動
の
薦
め
陸
化
し
､
下
部
塞
武
利
亜

舵
の
確
-,L
頃
浅
海
と
夜
少
し
如
-
.
奥
陶
配
後
金
溝
北
支
朝
鮮
に
亙
る
造
陸
運
動
は
支
配
n
机
で
久
し
-
陸
化
し
､

石
炭
紀
上
部
は
空
白
で
帯
び
海
水
面
下
は
浸
せ
し
如
し
｡
か
-
し
て
倣
雅
紀
に
至
る
迄
綬
慢
在
る
沈
降
及
び
隆
起
以

外
竜
79
急
激
在
る
塵
動
を
蒙
ら
ぎ
-
L
が
､
保
雄
配
末
叉
は
中
部
白
壁
寵
に
至
-
て
大
陸
内
部
方
面
よ
カ
の
魔
力
の

偽
め
は
､
閣
北
閣
乃
至
北
西
方
向
の
卵
を
有
す
る
激
し
さ
摺
曲
を
生
じ
p
且
街
下
を
仲
払
た
み
｡
此
の
運
動
に
引
蒔

き
で
摺
曲
軸
に
平
行
に
断
層
を
生
じ
p
其
の
後
第
三
紀
に
支
那
方
向
の
断
層
運
動
行
は
れ
p
片
麻
岩
は
譜
系
統
の
地

層
と
接
す
る
に
至
れ
-
｡

次
い
で
朝
鮮
方
向
の
第
三
期
断
層
を
生
じ
支
那
方
向
の
断
層
は
切
断
ii'れ
て
担
任
せ
し
め
ら
れ
た
-
0
触
れ
ど
甘

以
上
の
摺
曲
及
び
断
暦
の
両
構
造
は
現
地
形
上
直
接
に
は
論
じ
る
を
得
ず
｡

(

終
)
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